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『子ともを伸ばし酌l白老のとき大人糖蜜きるごと

一学級・家庭・地域電子ともを伸輔批胸7－

4　声＝　＝王　墓＝　＝　＝　＝　重　要　重　言訴やの　ちがら

講師：親野営可等氏
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教書現鴇の最前縛に立つ中で、親
が子ともは与える影響力の大きさを
痛感。教師としその経験・知認・理
解・技術を少しでも手書亡に役立て
てもらい篤いと、無料〆－ILマ桝ジ
ンの発符を聞艦。具体的ですぐでき
るアイ軍曹が多いと持ち手ち評判を
呼び、手書こ中の親痔盲の圧倒的袴
支持を得る教書評論家の親野営可等
きんを窃掴まして、記念誌演を行い
ます。
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○日時　7月29日（金）13時開場、13時30分式典開始
（15時45分終了予定）

○場所　町田市民ホール

○入場無料
直接会場へお越しください（定員
※保 希望の方は裏面をご

お問い合わせ先：町田市福祉総務課
電話：042－724－2537　FAX：050－3101－0928

E－mail：fukushiOlO＠city．machida．toky0．jp
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【“社会を8きる＜する運動機　とは】

すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの
更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わ
せ、犯罪や非行のない社会を築こうとする法務省主唱の全国
的な運動です。7月を強調月間としています。

【町田市推進委員会について】

町田市では、35団体により構成された「社会を明るくする
運動」町田市推進委員会があり、委員長は町田市長、副委員
長は町田地区保護司会長です。

町田大会の式典では作文朗読があります！ “社会を8きる＜する運動“町田大会の式典では、昨年の � �∵：∴：∴ 

市内小・中学生対象の作実コンテスト電見事入賞きれた 
作品の、朗読がおりますlI 

保育ご詰朝方（申し込み方法） 

【対象】1歳～未就学児 � 

（7／29現在での年齢） 
※上記対象年齢以外のお子 

さん、申し込みを行っていな 

いお子さんは、一緒に会場へ 

お入りください。 

【定員】6名（先着順羅 【費用】無料 

【申し込み方法】 
町田市イベントダイヤル（042－ 

724－5656、年中無休、7時～19 

時）へ　申し込んでください。7月1 

日（金）13時から受付開始します。 
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：祐会を鰯くす詔勅〝；
：棚方磋瑳委貴会：

●●●●●●〃pJe．●＿種、JheJe．●｝eJ●●〇、㌔夢｝●。置J●＿〇一＿章一＿録●●●●●●e

i豊擢攫蕎謂監犠課訟
・町田市立中学校PTA連合会。町田市社会福砧
：協議会。町田市民生委員児童委員協議会。町：
；田地区保護司会“町田市少年補導協会〃町田：
：市青少年健全育成地区委員会連絡協議会〃町：
：田市人権擁護委員会〃町田母の会。町田交通：
：安全協会〃町田市町内会自治会連合会〃町田：

；輩請鵠驚講器謹護嵩難；
：第三高等学校・和光中学高等学校“鶴川高等：
：学校“東京町田ロータリークラブ・東京町田中：
：ロータリークラブ〃東京町田ライオンズクラブ“：

：町田青年会議所・町田商工会議所〃町田市子：

；競讃器讃藷…
：都立高等学校PTA連合会〃町田BBS会　：
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